
 
 
 
 
 
 
 
 
      

キラリと光る子供の姿 
校長 小野島 晶 

 

過日１４日（土）の運動会では、ご観覧並びに子供たちへの大きな声援をありがとうござ

いました。当日は、少し風があって肌寒く、時折小雨の降る中でしたが、子供たちはこれま

での体育の学習はもとより、学年・学級での取組や総合力を生かし、存分に力を発揮できた

のではないかと受け止めております。 

子供たち一人一人に目を向けますと、得意な運動を生かし生き生き活動する子、運動はや

や苦手でも自分なりに精一杯取り組む子、友達と力を合わせて競技や係の活動に励む子、集

団参加が難しい中でも葛藤しながら自分なりに可能な限り参加していた子…と実に様々な

姿が見られました。多様な子供たちが、キラリと光る・活躍できる・自分なりに折合いを付

けて努力できる、等の場面が多く見られました。 

中には、競技中に「校長先生、今回の運動会とっても楽しい！」と伝えてくれる子がいる

など、子供主体の運動会に向けた改革は、一定程度子供たちに実感として伝わったのかな、

と感じられることもありました。 

 

事後は、主役として取り組んだ子供たち、ご観覧いただいた地域・保護者の皆様、学校運

営協議会・ＰＴＡ役員の皆様、組織的・計画的に指導に当たってきた教職員、様々な立場の

方に「この行事がどのように伝わったか」率直な受け止めを寄せていただき、次年度に向け

てさらなる改善を図っていきたいと考えております。 

（特に保護者の皆様には、忌憚のないご意見を多く頂戴しており、感謝申し上げます。耳の

痛いお声も多くございますが、考え方を変えれば自ずと見える形も異なることをご理解いた

だき、例えばご指摘に留まらず、改善に向かう代替案などいただけますと、やり取りにつな

がるので有意義です。この後も、社会の変化に応じた目指す子供の育成を第一にした学校の

考え方、具体的な教育活動へのご理解とお力添えをお願いいたします） 

 

 私自身、従来の価値観で行ってきた運動会を否定しているわけではありません。ただ、何

の疑問ももたず形を踏襲してきたことを反省し、未来を生きる子供たちに必要な教育活動・

学校行事のあり方を教職員で議論を重ねて再考し、今回の形になりました。高学年を中心に

子供たちが会の企画や運営を担い、教職員は黒子に徹して彼らの主体性を引き出すよう努め

ました。 

こうした活動の形を、皆様にご理解いただけるにはまだ時間が必要かもしれません。参観

日、来月の保護者面談と、この後も本校が目指す「つながり強化」を行いながら、皆様とは

目指す子供の姿を共有し、ともに育成に当たっていきたいと考えております。 

学校の教育目標 

○思いやりのある子 

○深く考える子 

○からだを鍛える子 とんけし 
富岸小学校 学校だより №４ 令和７年６月３０日 

ホームページ http://www.noboribetsu.ed.jp/~tn_info/ 



 

 
 

７月の行事 
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【お知らせ】 
① 松田靖子介助員が６月３０日をもって退職となります。５年と３か月間、特別支援学級の子供たち

のためにご尽力いただきました。大変ありがとうございました。 
② 中川美恵子支援員が７月１日から着任します。主に、特別支援学級の子供たちと過ごします。 


